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令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度

4月～6月 7月～9月 10 月～12 月 1月～3 月 4月～6月 7月～9月 10 月～12 月 1月～3 月 4月～6月

パ
タ
ー
ン

(

現
行)

1

パ
タ
ー
ン

(

案)

※
変
更
な
し

1

社会実験運行【１】

１次評価 ２次評価

利用実績の集計① 利用実績の集計②

・如 意 谷 線：約 6.8 人/便

・箕 面 山 麓 線：約 18.9 人/便

・小 野 原 東 線：約 14.1 人/便

・箕 面 小 野 原 線：約 25.6 人/便

・箕 面 中 央 線：約 20.7 人/便

収支率 80％以上である…

以上

■（案）(新)社会実験路線の評価基準及び評価の流れ
別紙 1

収支率 100％以上である…

・如 意 谷 線：約 8.5 人/便

・箕 面 山 麓 線：約 23.7 人/便

・小 野 原 東 線：約 17.7 人/便

・箕 面 小 野 原 線：約 32.0 人/便

・箕 面 中 央 線：約 25.8 人/便

以上

本格運行を開始（減便なし）

社会実験運行【１】

１次評価

２次評価

利用実績の集計①

利用実績の集計②

・如 意 谷 線：約 6.8 人/便

・箕 面 山 麓 線：約 18.9 人/便

・小 野 原 東 線：約 14.1 人/便

・箕 面 小 野 原 線：約 25.6 人/便

・箕 面 中 央 線：約 20.7 人/便

以上

・如 意 谷 線：約 8.5 人/便

・箕 面 山 麓 線：約 23.7 人/便

・小 野 原 東 線：約 17.7 人/便

・箕 面 小 野 原 線：約 32.0 人/便

・箕 面 中 央 線：約 25.8 人/便

以上

本格運行を開始（減便なし）

集計①の結果が収支率 80％以上である… 集計②の結果が収支率 100％以上である…

◎如意谷線（1１月末収支率 １１０％）、箕面山麓線（１１月末収支率 １１５％）が該当
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令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度

4月～6月 7月～9月 10 月～12 月 1月～3月 4月～6 月 7月～9月 10 月～12 月 1月～3月 4 月～6月

パ
タ
ー
ン

(

現
行)

3

パ
タ
ー
ン

(

案)

3

社会実験運行【１】

１次評価

２次評価

３次評価利用実績の集計①

利用実績の集計②

適正化を見据えた社会実験運行【２】

利用実績の集計③

社会実験運行【２】の運行内容で本格運行を開始

集計①の結果が収支率 80％以上である…

以上

集計②の結果が収支率 100％未満である…

未満

集計③の結果が収支率 100％以上である…

以上

・如 意 谷 線：約 6.8 人/便

・箕 面 山 麓 線：約 18.9 人/便

・小 野 原 東 線：約 14.1 人/便

・箕 面 小 野 原 線：約 25.6 人/便

・箕 面 中 央 線：約 20.7 人/便

・如 意 谷 線：約 8.5 人/便

・箕 面 山 麓 線：約 23.7 人/便

・小 野 原 東 線：約 17.7 人/便

・箕 面 小 野 原 線：約32.0 人/便

・箕 面 中 央 線：約 25.8 人/便

・如 意 谷 線：約 8.5 人/便

・箕 面 山 麓 線：約 23.7 人/便

・小 野 原 東 線：約 17.7 人/便

・箕 面 小 野 原 線：約32.0 人/便

・箕 面 中 央 線：約 25.8 人/便

諸般の分析結果をも

とに見直しを検討

後、社会実験【2】

に移行

◎小野原東線（1１月末収支率 84％）が該当

社会実験運行【１】 減便して社会実験運行【２】 社会実験【２】の運行頻度で本格運行を開始

１次評価 ２次評価 ３次評価

利用実績の集計① 利用実績の集計② 利用実績の集計③

減便の検討

収支率100％未満である…

未満

収支率 100％以上である…

以上

・如 意 谷 線：約 8.5 人/便

・箕 面 山 麓 線：約 23.7 人/便

・小 野 原 東 線：約 17.7 人/便

・箕 面 小 野 原 線：約 32.0 人/便

・箕 面 中 央 線：約 25.8 人/便

・如 意 谷 線：約 6.8 人/便

・箕 面 山 麓 線：約 18.9 人/便

・小 野 原 東 線：約 14.1 人/便

・箕 面 小 野 原 線：約 25.6 人/便

・箕 面 中 央 線：約 20.7 人/便

収支率 80％以上である…

以上

・如 意 谷 線：約 8.5 人/便

・箕 面 山 麓 線：約 23.7 人/便

・小 野 原 東 線：約 17.7 人/便

・箕 面 小 野 原 線：約32.0 人/便

・箕 面 中 央 線：約 25.8 人/便
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令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度

4月～6月 7月～9 月 10 月～12 月 1月～3月 4月～6 月 7月～9月 10 月～12 月 1 月～3月 4 月～6月

パ
タ
ー
ン

(

現
行)

4

パ
タ
ー
ン

(

案)

4

社会実験運行【１】

利用実績の集計①

利用実績の集計②

１次評価

２次評価

適正化を見据えた社会実験運行【２】

利用実績の集計③ ３次評価

集計①の結果が収支率 80％以上である…

以上

・如 意 谷 線：約 6.8 人/便

・箕 面 山 麓 線：約 18.9 人/便

・小 野 原 東 線：約 14.1 人/便

・箕 面 小 野 原 線：約 25.6 人/便

・箕 面 中 央 線：約 20.7 人/便

集計②の結果が収支率 100％未満である…

未満

・如 意 谷 線：約 8.5 人/便

・箕 面 山 麓 線：約 23.7 人/便

・小 野 原 東 線：約 17.7 人/便

・箕 面 小 野 原 線：約 32.0 人/便

・箕 面 中 央 線：約 25.8 人/便

集計③の結果が収支率 100％未満である…

未満

・如 意 谷 線：約 8.5 人/便

・箕 面 山 麓 線：約 23.7 人/便

・小 野 原 東 線：約 17.7 人/便

・箕 面 小 野 原 線：約 32.0 人/便

・箕 面 中 央 線：約 25.8 人/便

適正化に向けた経過措置運行

社会実験運行【１】

利用実績の集計① 利用実績の集計②

１次評価 ２次評価

減便して社会実験運行【２】

利用実績の集計③

３次評価

減便して経過措置運行
路線の見直しなどの

検討後の運行を開始

以上 未満

収支率 100％未満である…

減便の検討 減便の検討

収支率80％以上である… 収支率100％未満である…

路線改廃の
手続き

未満

路線の見直し・代替手段などの検討

・如 意 谷 線：約 8.5 人/便

・箕 面 山 麓 線：約 23.7 人/便

・小 野 原 東 線：約 17.7 人/便

・箕 面 小 野 原 線：約 32.0 人/便

・箕 面 中 央 線：約 25.8 人/便

・如 意 谷 線：約6.8 人/便

・箕 面 山 麓 線：約18.9 人/便

・小 野 原 東 線：約14.1 人/便

・箕 面 小 野 原 線：約 25.6 人/便

・箕 面 中 央 線：約20.7 人/便

・如 意 谷 線：約 8.5 人/便

・箕 面 山 麓 線：約 23.7 人/便

・小 野 原 東 線：約 17.7 人/便

・箕 面 小 野 原 線：約 32.0 人/便

・箕 面 中 央 線：約 25.8 人/便

見直し後の
運行を開始

諸般の分析結果をもとに代替手段なども含

め路線の最適化を検討

諸般の分析結果をも

とに見直しを検討

後、社会実験【2】

に移行

適正化に向けた手続き

◎小野原東線（1１月末収支率 84％）が該当

路線の適正化の検討内容によっては、

経過措置運行を延長する場合がある

経過措置運行が延

長となった場合、

延長終了に合わせ

て運行を開始する
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令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度

4月～6月 7月～9月 10 月～12 月 1月～3月 4 月～6月 7月～9月 10 月～12 月 1月～3 月 4月～6月

パ
タ
ー
ン

(

現
行)

5

パ
タ
ー
ン

(

案)

5

社会実験運行【１】

利用実績の集計①

社会実験運行【２】 社会実験【２】の運行内容で本格運行を開始

社会実験運行【１】

利用実績の集計①

社会実験運行【２】

利用実績の集計②

１次評価

集計①の結果が収支率60∼80％である… 集計②の結果が収支率 100％以上である…

・如 意 谷 線：約 5.1∼6.8 人/便

・箕 面 山 麓 線：約 14.2∼18.9 人/便

・小 野 原 東 線：約 10.6∼14.1 人/便

・箕 面 小 野 原 線：約 19.2∼25.6 人/便

・箕 面 中 央 線：約 15.5∼20.7 人/便

以上

・如 意 谷 線：約 8.5 人/便

・箕 面 山 麓 線：約 23.7 人/便

・小 野 原 東 線：約 17.7 人/便

・箕 面 小 野 原 線：約 32.0 人/便

・箕 面 中 央 線：約 25.8 人/便

２次評価

収支率 60∼80％である…

１次評価

減便の検討

利用実績の集計②

収支率 100％以上である…

２次評価

・如 意 谷 線：約 5.1∼6.8 人/便

・箕 面 山 麓 線：約 14.2∼18.9 人/便

・小 野 原 東 線：約 10.6∼14.1 人/便

・箕 面 小 野 原 線：約19.2∼25.6 人/便

・箕 面 中 央 線：約 15.5∼20.7 人/便

・如 意 谷 線：約 8.5 人/便

・箕 面 山 麓 線：約 23.7 人/便

・小 野 原 東 線：約 17.7 人/便

・箕 面 小 野 原 線：約 32.0 人/便

・箕 面 中 央 線：約 25.8 人/便

以上

諸般の分析結果をも

とに見直しを検討

後、社会実験【2】

に移行

社会実験【２】の運行内容で本格運行を開始

◎箕面小野原線（１１月末収支率 61％）、箕面中央線（新稲系統）（１１月末収支率 ６３％）が該当
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令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度

4月～6月 7月～9月 10 月～12 月 1月～3月 4月～6 月 7月～9月 10 月～12 月 1月～3月 4 月～6月

パ
タ
ー
ン

(

現
行)

6

パ
タ
ー
ン

(

案)

6

社会実験運行【１】

利用実績の集計①

１次評価 ２次評価

減便の検討

・如 意 谷 線：約 5.1∼6.8 人/便

・箕 面 山 麓 線：約 14.2∼18.9 人/便

・小 野 原 東 線：約 10.6∼14.1 人/便

・箕 面 小 野 原 線：約 19.2∼25.6 人/便

・箕 面 中 央 線：約 15.5∼20.7 人/便

収支率 60∼80％である…

・如 意 谷 線：約 8.5 人/便

・箕 面 山 麓 線：約 23.7 人/便

・小 野 原 東 線：約 17.7 人/便

・箕 面 小 野 原 線：約 32.0 人/便

・箕 面 中 央 線：約 25.8 人/便

減便の検討

路線の見直し・代替手段などの検討

路線改廃の
手続き

利用実績の集計②

収支率 100％未満である…

社会実験運行【２】

未満

減便して経過措置運行 路線の見直しなどの検討後の運行を開始

社会実験運行【１】

利用実績の集計①

社会実験運行【２】

利用実績の集計②

集計①の結果が収支率 60∼80％である… 集計②の結果が収支率 100％未満である…

２次評価

未満

・如 意 谷 線：約 5.1∼6.8 人/便

・箕 面 山 麓 線：約 14.2∼18.9 人/便

・小 野 原 東 線：約 10.6∼14.1 人/便

・箕 面 小 野 原 線：約 19.2∼25.6 人/便

・箕 面 中 央 線：約 15.5∼20.7 人/便

・如 意 谷 線：約 8.5 人/便

・箕 面 山 麓 線：約 23.7 人/便

・小 野 原 東 線：約 17.7 人/便

・箕 面 小 野 原 線：約 32.0 人/便

・箕 面 中 央 線：約 25.8 人/便

１次評価

諸般の分析結果をも

とに見直しを検討

後、社会実験【2】

に移行

諸般の分析結果をもとに代替手段なども含

め路線の最適化を検討

適正化に向けた経過措置運行

路線の適正化の検討内容によっては、

経過措置運行を延長する場合がある

適正化に向けた手続き

見直し後の運行を開始

経過措置運行が延長となった場合、延

長終了に合わせて運行を開始する

◎箕面小野原線（１１月末収支率 61％）、箕面中央線（新稲系統）（１１月末収支率 ６３％）が該当
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